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問 1 論理回路に関する次の (1)～(3)の問いに答えなさい。(1点× 3)

(1) 次の論理回路が表わす論理関数を最もシンプルな形で表しなさい。

A X

A ↓ A
解答例 X = A ↓ A

= A+A

= A

答 X = A

(2) 次の論理回路が表わす論理関数を最もシンプルな形で表しなさい。

B

A

X

A ↓ B A ↓ B
解答例 X = A ↓ B

= A+B

= A+B

答 X = A + B

(3) 論理関数 X = A ·Bを実現する論理回路をNOR回路 (MIL記号)のみを使って描きなさい。

解答例 X = A ·B = A · B = A+B = A ↓ B (= (A ↓ A) ↓ (B ↓ B))より、論理関数 X = A ·B
の論理回路は以下の通りである。

B

A

X

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。



問 2 テキストの図 4.31 (p.59)および図 4.32 (p.60)に習って、以下のチェックシートを完成し

なさい。(1点× 3)

B.1 チェックシート

■ リセット (初期状態)を行いなさい (S = 0, R = 1)。

S = 0

R = 1

Q = 0

Q = 1

1

0

0

1

1

0

■ リセットから保存状態に推移させなさい (S = 0, R = 1→ 0)。

S = 0

R = 1
→ 0

Q = 0 (前の状態を保存)

Q = 1 (前の状態を保存)

1

0→ 1

0

1→ 1

1

0

■ 保存状態からリセットを行いなさい (S = 0, R = 0→ 1)。

S = 0

R = 0
→ 1

Q = 0→ 0
(改めてリセットされる)

Q = 1→ 1

1

1→ 0

0→ 0

1→ 1

1→ 1

0→ 0

解答例 上図を参照。

評価基準 解答例に準じた解答であれば各 1点。


